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富山県の交通の現況と問題点

n 

。

:特集地方軌道の現況と問題点
いままで私たちの身近な足として親しまれてきたローカル鉄道が、しだい

に廃線のうきめにあっている。モータリゼーションや過疎のあおりをまとも

にうけた現在、現状をみきわめ、どう対処したらいいのかを考えよう 。

〈表紙説明〉

福岡の野菜(っくり もの)
伝統300年のこの祭りは、毎年9月231Jになると

地蔵ま つりにあわせて催される 。
五穀豊穣を感謝して、里子菜 ・くだもの ・自然の

草花を利用して、昔の物語の一幕や、その年の世
相を反映させた作品などが、町内三 十数戸の軒先
に作られる 。 表紙のっくりものは峨松村謙三氏を
しのんでつくられたもの。

このような素朴でユーモラスな人情昧あふれる
庶民の芸術を見ょうと、町内近辺はもとより遠く
から集まるたくさんの人びとの波は出品しである
家から家へと、夕暮近くから夜ふけまでつづく 。



:特集

加
越
線
の
廃
止
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、
地
方
鉄

道
の
笹
津
線

・
射
水
線

・
富
山
市
内
軌
道
線
の
一
部

廃
止
な
ど
、
県
内
の
鉄
道
を
中
心
に
県
民
の
足
を
確

保
す
る
た
め
の
交
通
問
題
が
、
各
方
面
で
大
き
な
論

議
の
対
象
と
な

っ
て
い
ま
す
。

政
府
も
、
大
都
市
の
交
通
確
保
や
国
鉄
ロ
ー
カ
ル

線
の
赤
字
対
策
、
中
小
私
鉄
の
存
廃
問
題
な
ど
に
対

処
す
る
た
め
、
運
輸
政
策
審
議
会
の
答
申
を
も
と
に

し
て
具
体
的
施
策
の
樹
立
の
た
め
、
各
省
庁
間
の
連

絡
協
議
会
を
設
置
し
て
検
討
中
で
す
。

県
と
し
て
も
、
県
内
の
総
合
交
通
体
系
の
長
期
展

望
の
樹
立
が
必
要
で
あ
り
、
交
通
問
題
の
専
門
家
に

よ
る
富
山
県
交
通
政
策
審
議
会
を
設
け
、
検
討
し
て

い
ま
す
。
こ
の
研
究
成
果
を
も
と
に
具
体
的
な
施
策

を
確
立
す
る
予
定
で
す
。

現
在
、
県
が
当
面
し
て
い
る
鉄
軌
道
廃
止
問
題
の

原
因
な
ど
、
二
、

三
検
討
し
て
み
ま
す
と
:
・

一
了

七
七
倍
に
激
増
し
て

い
る
の
で
す
。
こ
の
数
字

は
、
人
員
に
な
お
す
と
延

べ
五
千
万
人
が
乗
用
車
に

移
行
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。反

面
、
パ
ス
で
は
二
千

百
万
人
、
国
鉄
で
は
九
百

万
人
、
私
鉄
で
は
六
百
万

人
の
減
と
な
り
、

一
千
四

百
万
人
が
乗
用
車
の
普
及

に
よ
る
純
増
と
な
り
ま
す
。

全
国
的
に
み
る
と
、
減
少

し
て
い
る
の
は
国
鉄
だ
け

で
す
が
、
こ
の
こ
と
も
乗

用
車
の
伸
び
に
原
因
が
あ

る
と
い
え
ま
す
。

14.6人

固
輸
送
機
関
別
に
み
た
輸
送
人
員
の
推
移

3.3世帯

本
県
の
輸
送
機
関
の
利
用
状
況
を
昭
和
四
十
四
年

の
実
績
か
ら
み
ま
宇
と
、
全
県
民
の
七
四
辺
に
当
た

る
七
六
万
五
千
人
が
何
ら
か
の
交
通
機
関
を

一
日
一

回
利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一

人
で
何
回
も
利

用
す
る
人
も
あ
れ
ば
、
片
道
だ
け
と
い
う
人
も
あ
り

ま
す
が
、
大
体
に
お
い
て
往
復

一
回
と
い
う
計
算
を

す
れ
ば
、
実
数
で
約
三
八
万
人
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
数
字
は
、
昭
和
四

O
年
以
来
わ
ず
か

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
変
化
は
あ
り
ま
せ

ん
。

(
表

一
を
参
照
)

交
通
機
関
全
体
の
延
利
用
客
数
に
変
化
が
な
い
の

に
、
鉄
軌
道
が
赤
字
で
そ
の
存
立
が
問
題
に
な

っ
て

い
る
根
本
原
因
は
、
自
家
用
車
の
激
増
の
た
め
で
す
。

(表
2
参
照
)
。
本
県
の
す
べ
て
の
輸
送
手
段
の
う

ち
、
乗
用
車
が
分
担
し
て
い
た
輸
送
実
数

二

年
間

の
自
家
用
車
運
行
数
)
は
、
昭
和
四

O
年
で

一
一
は

で
し
た
。
こ
れ
が
昭
和
四
十
四
年
で
は
二
八
白
と、

置
自
動
車
の
普
及
状
況

本
県
の
自
動
車
の
普
及
状
況
は
表
2
で
も
わ
か
る

よ
う
に
、
昭
和
四
十
年
の
一
了

五
七
倍
を
四
十
四
年

で
示
し
て
い
ま
す
。
四
十
六
年
六
月
末
で
は
す
で
に

二
一

万
八
千
台
と
、

η年
の
三

二

倍
に
な

っ

て
い
ま
す
。
こ
の
す
へ

J
は
今
後
も
続
き
、
昭
和
五

十
年
に
は
三
十
万
九
平
刀
ロ
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

現
在
す
で
に
五
・
七
人
、

一
・
四
世
帯
に
一
台
の

も
の
が
、
五
十
年
に
は
三
・
四
人
、

0
・
九
世
帯
に

一
台
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
一
戸
口
か
ら
戸
口
ま
で
、
か

っ
時
間
的
制
限
の
な
い
車
が
、
完
全
に
鉄
道

・
パ
ス

な
ど
の
公
共
輸
送
機
関
の
存
在
を
、
第
二
次
的
補
助

機
関
の
立
場
に
追
い
込
む
こ
と
に
な
り
、
鉄
道
や
パ

ス
を
利
用
す
る
も
の
は
、
通
学
生
や
老
人
、
買
物
に

行
く
主
婦
だ
け
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

直
道
路
の
改
良

自
動
車
の
普
及
は
、
各
メ
ー
カ
ー
が
大
衆
車
と
銘

う
っ
て
量
産
し
、
比
較
的
容
易
に
購
入
で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
こ
と
に
起
因
し
ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
に
は
高
速
道
路
な
ど
の
一
連
の
道
路
改
良
が
鋭

意
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

県
の
道
路
状
況
も
、
昭
和
四
十
年
の
改
良
率
二
三

・
六
江
、
舗
装
率
九
・
四
は
か
ら
、
昭
和
四
十
四
年

の
改
良
率
三
五

・
三
江
、
舗
装
率
二

0
・
五
ば

へ
と

順
調
な
推
移
を
た
ど

っ
て
い
ま
す
。

圃
鉄
道
の
旅
客
数
の
推
移
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自
動
車
に
旅
客
を
奪
わ
れ
、
斜
陽
的
存
在
と
な

っ

た
鉄
道
に
つ
い
て
、
各
線
ご
と
の
利
用
概
況
を
み
る

と
(
表

3
参
照
)
、
最
も
激
減
し
て
い
る
の
は
高
山

本
線
の
五
三
江
減
で
す
。
こ
れ
は
中
京
方
面
へ
の
利

用
客
が
北
陸
本
線
の
複
線
電
化
に
よ
り
、
米
原
経
由

へ
と
転
換
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、

五
年
間
で
半
分
以
下
に
な
っ
た
こ
と
は
、
富
山
と
中

京
を
結
ぶ
大
動
脈
と
は

い
え
、
今
後
の
国
鉄
ロ

ー
カ

ル
線
の
存
廃
問
題
と
か
ら
ん
で
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ

れ
て
く
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
国
鉄
線
で
は
、

こ
の
他
に
城
端
線
も
半
分
に
近
い
四
八
江
減
と
な

っ

て
お
り
、
こ
の
対
策
を
ど
う
す
る
か
が
今
後
の
問
題

1台当り世帯数l台当り人口数

自動車保有台数の推移(表 2) 

全国百万人)

一 3

富山県千人

J¥ ス 乗用車 国 鉄 私 鉄 定期航空

区分 指
分率

J旨
担率分

指
分率

指
分率

指
分率

指
分率人 員 人員 人員 人員 人員 人員

t~ 数 数 数 数 数

富 40年 116，273 100 44.1 29，135 100 11.0 I 48.7日 100 18.5 69，568 100 26.4 28 100 。263，758 100 100 

山
県 44年 95，042 82 34.0 80，790 277 28.9 39，886 82 14.3 63，630 91 22.8 35 128 。279，383 106 100 

全 40年 10，557 100 34.4 4，306 100 14.1 6，722 100 21. 9 9，076 100 29.6 5 100 。30，666 100 100 

国 44年 11，674 111 30.9 10，111 235 26，7 6，541 97 17.3 9，509 105 25.1 12 235 。37，847 123 100 

(単位

1.4世帯

(表 1)輸送機関別旅客輸送人員の推移

5.7人

と
な
り
ま
し
ょ
う
。
城
端
線
の
利
用
形
態
は
、
単
に

過
疎
化
現
象
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
モ
ー
タ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
の
進
展
な
ど
に
よ
る
一
種
の
構
造
的
変
化

を
起
こ
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
変
化

は
先
に
も
ふ
れ
ま
し
た
が
、
全
県
的
に
発
生
し
て
い

る
現
象
で
あ
り
、
今
後
の
県
の
交
通
政
策
を
検
討
す

る
際
、
交
通
規
制
と
も
か
ら
ん
で
最
も
重
要
な
点
で

す
。

私
鉄
で
は
、

営
業
上
採
算
の
と
れ
る
路
線
は
、
乗

車
密
度
が
六
千
五
百
人
以
上
あ
る
場
合
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

(
乗
車
密
度
H

輸
送
人
キ
ロ
・
一
・営
業
キ
ロ
)

県
内
私
鉄
線
の
う
ち
で
、
六
千
五
百
人
以
上
の
路
線

は
地
鉄
本
線
一
本
で
七
千
九
百
人
で
す
。

廃
止
問
題
の
笹
津
線
は
三
千
八
百
人
、
射
水
線
は

三
千
人
、
加
越
線
は
二
千
五
百
人
で
す
。
政
府
の
方

針
も
、
六
千
五
百
人
以
下
の
路
線
に
つ
い
て
は
パ
ス

- 4-
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区
路線名 40 年 45 年

指 数

分 40=100 

北陸本線 27，100 23，197 86 

国 I或立自主泉 7，417 3，875 52 

氷見線 5，708 3，467 61 

富山港線 5，092 3，315 65 

高山本線 3，436 1，617 47 

鉄 神間線 194 47 

言十 48，754 35，665 73 

本 線| 18，682 18，025 96 

地 立山線 6，726 3，245 48 

黒部線 4，885 

上 j竜線 2， 769 82 

不二越線 3，097 102 

笹津線 3，777 2，743 73 

射水産泉 6，448 3，019 47 

加越能 3，266 2，750 84 

鉄 中丸 道 25，784 23，627 92 

69，568 59，275 85 

ノI入1 言十 118，322 94，940 80 
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転
換
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
鉄
道
は
不
採
算
で
、
パ
ス
な
ら
可
能
か
と

い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
鉄
道
は
レ

l
ル
の
上
を
走

る
の
で
安
定
性
と
定
時
性
に
お
い
て
パ
ス
に
な
い
大

き
な
利
点
を
も

っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
有

利
な
点
が
ま
た
、
鉄
道
と
し
て
経
営
的
に
最
大
の
欠

点
で
も
あ
り
ま
す
。
路
線
を
維
持
す
る
た
め
の
固
定

経
費
(
保
線
費
)
や
、
安
全
運
転
の
た
め
交
換
駅
・

主
要
駅
に
駅
員
を
配
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
駅
務
費
が
鉄
道
を
赤
字
に
す
る
最
大
の
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

パ
ス
に
は
こ
の
経
費
は
不
要
で
、
加
越
線
で
は
年

間
の
固
定
経
費
は
約
四
千
四
百
万
円
、
笹
津
線
で
は

約
五
千
八
百
万
円
、
射
水
線
で
は
約
七
千
百
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
パ
ス
に
転
換
す
れ
ば
こ
の
経
費
が

い
ら
な
く
な
り
、
経
営
上
の
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な
り

ま
す
。

( 3 )鉄軌道利用状況の推移

直
パ
ス
路
線
の
概
要

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
過
疎
地
域
を
さ
さ
え
る
パ

ス
路
線
に
対
し
て
は
、
従
来
か
ら
も
国
や
県
か
ら
補

助
を
出
し
て
運
行
の
確
保
に
つ
と
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
補
助
基
準
が
き
つ
く
、
経
営
者
は
補
助
を

返
上
し
て
も
路
線
を
廃
止
し
た
い
と
要
望
し
て
い
ま

す
。
国
で
も
現
行
の
補
助
制
度
で
は
過
疎
パ
ス
路
線

の
維
持
は
困
難
と
考
え
て
お
り
、
近
く
抜
本
的
な
改

正
に
踏
み
切
る
予
定
で
す
。

県
で
は
、
パ
ス
路
線
の
維
持
の
た
め
、
全
県
的
に

そ
の
実
態
を
調
査
し
て
お
り
、
生
活
基
盤
の
維
持
の

た
め
の
生
活
路
線
の
設
置
な
ど
を
は
か
る
予
定
で
す
。

を
促
進
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の

流
れ
の
中
で
、
県
民
の
生
活
基
盤
を
中
る
子
段
と
し

て
、
交
通
体
系
が
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
と
い
う

観
点
か
ら
、
次
の
諸
点
が
問
題
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ

キ
ナ
し

ょ
、っ
。

①

県
内
の
大
量
高
速
輸
送
機
関
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
範
囲
の
鉄
軌
道
を
必
要
と
す
る
か
。

②

生
活
基
盤
確
保
の
た
め
の
パ
ス
路
線
を
、
ど
う

設
定
す
る
か
。

③

今
後
の
公
共
交
通
機
関
は
、
パ
ス
が
大
宗
を
し

め
る
と
思
わ
れ
る
が
、
一
般
乗
用
車
の
激
増
に
よ
る

交
通
渋
滞
を
ど
の
よ
う
に
規
制
し
て
、
定
時
性
を
確

保
す
る
か
。

④

三
O
分
交
通
圏
を
形
成
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う

な
交
通
網
を
設
定
す
る
か
。

パ
ス
の
利
用
客
数
(
表

2
)
は
、
昭
和
四
十
年
の

一
億

一
千
六
百
万
人
が
、
昭
和
四
十
四
年
で
は
九
千

五
百
万
人
と
、

二
千
百
万
人
も
の
減
少
を
き
た
し
て

い
ま
す
。
一

方
、
運
行
路
線
数
は
、
昭
和
四
十
年
の

五
一
四
路
線
(
う
ち
赤
字
路
線
二
七
四
本
)
が
、
昭

和
四
十
四
年
で
は
五
八
八
路
線

(
う
ち
赤
字
路
線
三

一
六
本
)
と
、
六
三
路
線
の
増
(
う
ち
赤
字
路
線
増

四
七
本
)
と
な

っ
て
い
ま
す
。

パ
ス
路
線
が
休
廃
止
と
な
る
と
、
公
共
輸
送
手
段

と
し
て
最
後
の
も
の
が
な
く
な
り
、
地
域
住
民
に
と

っ
て
は
生
活
の
基
盤
ま
で
が
崩
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
地
方
公
共
団
体
と
し
て
は
、
住
民
の
生
活
に

か
か
わ
る
パ
ス
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
の

廃
止
問
題
と
は
異
な

っ
た
観
点
か
ら
対
処
し
て
ゆ
か

ハ
リ

直
今
後
の
問
題
点

モ
ー
タ
リ
ゼ

l
シ
ョ
ン
の
進
展
、
道
路
網
の
整
備

充
実
な
ど
は
、
今
後
一
段
と
鉄
軌
道
利
用
者
の
減
少

仁

崩れ -c、
酔吐4噂民

‘崎艇長
wr.

…
v
h
 



ピ
母
去
十
主
'
勿
ワ
主
、
実
犬
兄

、y
i
、Y
{

メ
二
月
オ
〈
t
/
こ
え
ノ

J
4、v
t

栽
培
漁
業
に
つ
い
て
お
話
し
す
る
前
に
、
カ
ニ
・

エ
ピ
類
、
タ
コ

・
イ
カ
類
、
貝
類
な
ど
を
含
め
て
、

海
産
魚
類
再
生
産
の
一
般
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し

ト
b

p

「ノ
。

こ
れ
ら
の
魚
類
の
産
卵
数
は
、
少
な
い
も
の
で
数

千
、
多
い
も
の
で
数
百
万
、
通
常
は
数
万
な
い
し
数

十
万
粒
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
多
数
の

卯
も
、
完
全
に
受
精
す
る
も
の
は
そ
の
六

0
1
七
O

ば
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
ふ
化
後
、
前
期
稚
仔

・
後
期

稚
魚

・
若
令
魚
と
成
育
し
て
い
く
過
程
で
の
減
耗
も

お
び
た
だ
し
い
数
に
の
ぼ
り
ま
す
。

前
期
稚
仔
期
の
短
い
期
間
に
は
、
運
動
能
力
が
不

充
分
で
、
多
数
の
稚
仔
が
密
集
し
て
水
塊
と
共
に
流

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
水
温

・
塩
分
・
水
の
汚
濁

な
ど
環
境
の
・
不
適
に
よ
る
死
滅
や
、
椎
仔
の
食
餌
の

不
足
に
よ
る
餓
死
、
大
型
魚
類
な
ど
に
よ
る
食
害
な

ど
に
よ

っ
て
、
こ
の
時
期
に
ほ
と
ん
ど
が
死
滅
し
て

し
ま
い
ま
す
。

無
事
に
こ
の
時
期
を
過
ぎ
て
後
期
稚
魚
期
に
な
る

と
、
相
当
に
活
動
能
力
が
強
ま
る
の
で
、
生
き
残
る

割
合
は
高
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
同
じ
く
前
の
よ
う

践
宕
魚
業
と

ニ
ーノ
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養
殖
漁
業
の
ち
が
い

こ
の
よ
う
に
人
工
的
に
種
苗
(
稚
魚
)
を
育
成
生

産
し
、
公
共
の
海
面
の
適
所
に
放
流
し
て
、
自
然
の

生
産
力
に
よ

っ
て
資
源
の
増
大
を
は
か
り
、
成
長
し

た
も
の
を
漁
業
者
に
漁
獲
さ
せ
よ
う
と
す
る
形
態
を

「
栽
培
漁
業
」
と
い

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
種

苗
は
必
ず
し
も
人
工
的
に
生
産
し
た
も
の
に
限
ら
ず

天
然
に
存
在
す
る
稚
魚
を
保
護
育
成
し
な
が
ら
、
適

所
に
配
合
放
流
す
る
こ
と
も
こ
の
事
業
の
内
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
近
年
次
第
に
増
加
し
て
い
る
、

「
養
殖
漁
業
」
は
多
広

事
業
の
内
容
、
目
的
が
こ
と

d
q
~
 

一
部
を
網
で
囲

っ
て
、
そ
こ
に
ハ
マ
チ
の
稚
魚
を
放

し
て
、
日
々
投
餌
や
網
の
保
存
な
ど
の
管
理
を
し
な

が
ら
育
て
、
適
時
こ
れ
を
販
売
し
て
利
益
を
得
ょ
う

と
い
う
漁
業
経
営
で
す
。

富
山
県
の
栽
培
漁
業

本
県
も
、
こ
の
栽
培
漁
業
的
な
考
え
方
で
、
す
で

に
数
種
類
の
魚
介
類
に
つ
い
て
試
験
的
あ
る
い
は
事

業
と
し
て
試
み
て
き
ま
し
た
。
そ
の
二
、
三
の
試
験

を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

古
く
か
ら
ア
ワ
ビ
の
種
苗
放
流
試
験
が
数
回
に
わ

た
っ
て
各
地
で
行
な
わ
れ
、
現
在
も
水
産
試
験
場
の

事
業
と
し
て
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
の

な
理
由
で
減
少
し
、
さ
ら
に
成
長
し
た
段
階
で
は
、

人
聞
が
漁
業
と
し
て
獲
る
た
め
に
、
親
魚
に
達
す

る
も
の
は
き
わ
め
て
少
な
く
な
り
、
産
卵
に
参

加
す
る
ま
で
生
き
残
る
も
の
は
せ
い
ぜ
い
二

ー
三
匹
に
す
ぎ
な
い
の
が
通
常
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
み
て
、
近
年
需
要

が
増
加
し
て
い
る
高
級
魚
介
類
を

減
耗
の
き
わ
め
て
は
な
は
だ
し

い
前
期
稚
仔
期
の
時
代
に
、

人
為
的
な
保
護
を
加
え
て

漁
業
に
充
分
利
用
で
き

る
程
度
の
数
(
多
く

は
数
億
か
ら
数
十
億

程
度
は
必
要
)
を
環

境
の
よ
い
海
に
分
散

放
流
す
れ
ば
、
需
要

に
応
じ
た
計
画
的
生

産
が
可
能
だ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

な
り
ま
す
。
あ
る
人

が
特
定
の
海
域
に
つ

い
て
使
用
の
権
利
を

得
て
、
そ
こ
で
自
己

の
魚
を
養
い
、
生
産

を
営
む
も
の
を
い
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、

氷
見
市
沖
合
で
は
、

ハ
マ
チ
の
養
殖
を
し

て
い
ま
す
。
海
面
の

〉

こ
れ
と
違

っ
て
、
栽
培
漁
業
は
、
対
象
魚
を
公
共

の
海
面
で
自
然
の
生
産
力
に
よ

っ
て
成
育
さ
せ
、
そ

の
漁
獲
は
漁
業
者
に
ゆ
だ
ね
る
も
の
で
す
。
漁
業
生

産
の
た
め
の
対
象
資
源
を
人
為
的
に
増
大
す
る
こ
と

初
期
に
す
で
に
氷
見
市
沖
合
で
タ
ラ
の
人
工
ふ
化
放

流
が
試
験
さ
れ
て
お
り
、
近
年
に
な

っ
て
サ
ザ
エ

(

氷
見
市
沖
合
)
、
コ
ダ
マ
貝
・
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ

リ
(
富
山
市

・
氷
見
市
沖
合
)
の
稚
貝
の
移
殖
放
流

試
験
が
行
な
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
種
々
の
努
力
が
は

ら
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
放
流
種
苗
数
の
僅

少
・
事
前
調
査
の
不
足
な
ど
の
た
め
、
ま
だ
充
分
な

栽
培
漁
業
の
問
題
点
と
見
通
し

栽
培
漁
業
で
は
、
本
県
に
お
け
る
試
験
結
果
か
ら
も
に
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
人
工
的
に
造
成
し
た
海
域

も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
種
苗
を
放
流
す
れ
ば
直
ち
に
を
設
け
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
調
査

そ
の
資
源
が
増
加
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
研
究
の
成
果
と
併
行
し
て
事
業
化
が
進
め
ら
れ
ね
ば

ん
。
む
し
ろ
、
あ
ら
か
じ
め
放
流
す
る
場
所

・
方
法
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

・
種
苗
の
大
き
さ

・
放
流
適
数
な
ど
に
つ
い
て
充
分
瀬
戸
内
海
を
一
円
と
し
た
海
域
で
は
、
瀬
戸
内
海

な
調
査
研
究
を
せ
ず
に
放
流
し
た
場
合
、
そ
れ
が
全
栽
培
漁
業
協
会
が
ク
ル
マ
エ
ビ
・
マ
ダ
イ
な
ど
を
行

く
無
意
味
に
終
る
事
例
が
き
わ
め
て
多
い
の
で
す
。

な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
状
況
を
み
ま
す
と
、
ク
ル
マ

栽
培
漁
業
を
行
な
う
た
め
に
は
、
放
流
す
る
健
全
エ
ピ
に
つ
い
て
は
、
種
苗
生
産
技
術
や
放
流
技
術
に

な
種
苗
を
必
要
数
生
産
す
る
だ
け
で
な
く
、
放
流
し
つ
い
て
度
重
な
る
実
験
が
繰
り
返
さ
れ
、
現
在
で
は

よ
う
と
す
る
場
所
の
水
温

・
水
質
な
ど
の
環
境
、
食
億
単
位
の
種
苗
生
産
が
可
能
に
な

っ
て
い
ま
す
。
海

餌
の
豊
度
、
害
敵
の
種
類

・
量

・
対
策
を
知
る
と
と
域
に
適
合
し
た
放
流
技
術
が
開
発
さ
れ
、
放
流
種
苗

日
本
海
で
栽
培
漁
業
を

日
本
海
は
ご
存
知
の
よ
う
に
、
対
馬
・
津
軽

・
宗

谷

・
間
宮
の
狭
い
四
つ
の
海
峡
で
他
の
海
に
通
じ
て

い
る
、
固
ま
れ
た
海
域
で
す
。
栽
培
漁
業
を
と
り
い

れ
て
水
産
資
源
を
増
大
し
、

他
の
諸
施
策
と
あ
わ
せ

て
沿
岸
漁
業
経
営
の
安
定
向
上
を
は
か
る
の
に
適
し

た
海
域
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
日
本
海
関
係
一
二
府
県
で
栽
培

漁
業
を
事
業
化
し
よ
う
と
協
議
決
定
さ
れ
て
、
日
本

海
栽
培
漁
業
事
業
化
推
進
準
備
会
が
昭
和
四
十
四
年

九
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
事
務
局
は
本
県
に

設
置
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
設
立
以
来
、
関
係
方
面

に
そ
の
早
期
事
業
化
の
必
要
性
を
説
い
て
き
ま
し
た

が
、
本
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
受
け
て
、
三
カ
年
計

画
で
関
係
道
府
県
が
そ
の
事
前
調
査
に
着
手
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
四
十
八
年
度
か
ら

必
要
な
箇
所
に
種
苗
を
生
産
し
、
放
流
技
術
の
開
発

研
究
を
行
な
う
施
設
と
し
て
、
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
そ
の
設
置
場

・

-7-

を
目
的
と
し
た
公
共
事
業
で
あ
り
、
個
人
の
営
利
を

目
的
と
し
た
養
殖
業
と
こ
と
な
る
わ
け
で
す
。

見
通
し
が
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ク
ル
マ
エ
ビ
に
つ
い
て
は
、
数
度
の
調

査
試
験
な
ど
の
結
果
、
放
流
効
果
が
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
県
下
沿
岸
に
広
く
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

県
で
も
補
助
金
を
出
し
て
お
り
ま
す
。

の
五

O
ば
近
く
を
商
品
価
値
の
あ
る
大
き
さ
に
し
て

漁
獲
で
き
る
見
通
し
が
た
ち
、
き
わ
め
て
効
率
的
な

事
業
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
マ
ダ
イ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
種
苗
生
産
数
は

幾
多
の
実
験
を
経
て
現
在
は
、
百
万
単
位
に
近
い
数

が
可
能
と
な
り
、
事
業
化
に
要
す
る
数
の
生
産
も
近

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
稚
魚
の
自
然
界
に
お
け

る
生
態
に
つ
い
て
も
、
各
種
の
調
査
が
行
な
わ
れ
、

し
だ
い
に
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
カ
レ
イ
な
ど
数
々
の
魚
類
に

つ
い
て
も

各
面
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

設
置
数
・
設
置
条
件
な
ど
の
調
査
を
昭
和
四
十
七
年

度
に
行
な
う
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
か
ら
、
日
本
海
を
対
象
と
し
た

栽
培
業
の
実
現
が
し
だ
い
に
近
づ
い
て
い
ま
す
の

地
方
で
の
栽
培
漁
業
の
事
業
化
は
、
も
ち
ろ
ん
地
域

の
特
性
に
応
じ
て
行
な
わ
れ
る
は
ず
で
す
。
富
山
湾

で
も
、
重
要
魚
介
類
資
源
が
増
加
し
、
漁
業
経
営
の

安
定

・
需
給
の
安
定
に
貢
献
し
う
る
も
の
と
期
待
さ

れ
、
そ
の
実
現
が
待
た
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

- 8-
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世
界
の
少
年
た
ち
が
、
東
か
ら
西
か
ら
、
海
を
こ

え
山
を
こ
え
て
、
富
士
の
裾
野
に
集
ま
り
ま
し
た
。

一
九
七

一
年
八
月
二
日
、
静
岡
県
富
士
宮
市
朝
霧
高

原
。
日
本
で
は
じ
め
て
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
世
界
ジ

ャ
ン
ボ
リ
ー
が
聞
か
れ
た
の
で
す
。
一

九
二

O
年、

ロ
ン
ド
ン
で
の
第

一
回
か
ら
か
ぞ
え
て
十
三
回
目
、

四
年
に
一
度
の
ス
カ
ウ
ト
の
祭
典
で
す
。

世
界
九
十
余
カ
国
よ
り
約
二
万
人
の
ス
カ
ウ
ト
が

参
加
し
ま
し
た
。
国
境
を
越
え
、
人
種

・
宗
教
の
差

別
も
な
く
、
大
自
然
の
な
か
に
う
ち
と
け
あ

っ
て、

「
相
互
理
解
」
の
大
テ
ー
マ
の
も
と
に
結
集
し
あ

っ

た
の
で
す
。
参
加
規
模
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の

参
加
選
手
五
千
五
百
人
や
、
ユ
ニ
パ
シ
ア
l
ド
千
二

百
人
を
は
る
か
に
上
回
る
人
員
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け

に
国
際
行
事
と
し
て
の
意
義
は
深
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
本
県
か
ら
も
松
原
喜
一
県
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ナ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
奉
仕
隊
と
参
加
ス
カ
ウ
ト
あ
わ
せ

て
二
百
名
が
、
晴
れ
の
舞
台
に
出
ま
し
た
。

国
を
あ
げ
て
の
歓
迎
と
支
援
で
、
外
国
ス
カ
ウ
ト

は
も
ち
ろ
ん
、
国
内
参
加
ス
カ
ウ
ト
と
も
ど
も
、
深

い
感
銘
を
味
わ
い
ま
し
た
。
と
く
に
、
こ
の
期
間
中

思
わ
ぬ
台
風
の
影
響
で
、
暴
風
あ
り
豪
雨
あ
り
、
か

と
思
え
ば
猛
暑
あ
り
と
、
実
に
き
び
し
い
天
候
の
変

化
に
会
い
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
中
で
い

っ
そ
う
そ

の
目
的
が
遂
行
さ
れ
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

八
月
三
日
の
ワ
イ
ド
ゲ
ー
ム
。
四
日
の
「
日
本
の

タ
」
に
お
け
る
鞍
馬
の
火
祭
り
、
歌
舞
伎
・
能
な
ど

日
本
芸
能
の
披
露
。
五
日
に
は
皇
太
子
殿
下
ご
臨
席

ぬ

の
も
と
、
世
界
各
国
の
お
国
自
慢
を
発
表
し
あ
っ
た

ビ
ッ
グ
パ
レ
ー
ド
。
八
日
の
友
情
交
歓
会
。
ス
キ
ル

・
オ

・
ラ
マ
な
ど
。
教
育
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
、
単
に

一
人
の
ス
カ
ウ
ト
の
国
際
交
流
と
視
野
の

拡
大
向
上
に
役
立
っ
た
だ
け
で
な
く
、
団
体
と
し
て

の
活
動
を
よ
り
活
発
に
充
実
さ
せ
る
と
い
う
、

二
重

の
効
果
を
生
み
だ
し
た
よ
う
で
す
。

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ス
カ
ウ
ト
運
動
が

広
く
市
民
生
活
の
な
か
に
根
を
お
ろ
し
、
す
べ
て
の

少
年
た
ち
が
ス
カ
ウ
ト
運
動
に
徹
し
て
い
ま
す
。
国

や
地
方
教
育
当
局
も
、
教
育
体
系
の
な
か
で
学
校
教

育
と
並
ぶ
活
動
と
し
て
重
要
な
位
置
づ
け
を
し
て
い

ま
す
。
わ
が
国
で
も
、
近
年
ス
カ
ウ
ト
運
動
が
重
視

さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
、
そ
の
普
及
率
は
、
他
国
に

比
べ
て
ま
だ
ま
だ
低
調
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
わ
が

国
で
は
学
校
教
育
が
充
実
整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、

青
少
年
の
教
育
と
い
え
ば
す
べ
て
学
校
教
育
に
依
存

す
る
傾
向
が
強
い
か
ら
で
し
ょ
う
。
学
校
外
教
育
に

お
け
る
青
少
年
活
動
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え

ま
し
ょ
う
。
青
少
年
が
次
代
を
に
な
う
後
継
者
と
し

て
尊
重
さ
れ
、
豊
か
な
市
民
性
を
身
に
つ
け
、
社
会

奉
仕
と
社
会
連
帯
の
精
神
を
忘
れ
ず
、
学
校
教
育
で

行
き
届
か
な
い
個
性
的
教
育
を
、
自
然
の
な
か
で
育

ん
で
い
く
こ
と
は
今
日
の
急
務
で
す
。
少
年
の
夢
と

希
望
を
満
た
し
た
世
界
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
を
機
に
、
一

人
で
も
多
く
の
青
少
年
が
こ
う
し
た
活
動
に
参
加
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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「
黒
部
峡
谷
は
ア
ル
プ
ス
の
い
か
に
美
し
い
谷
に
も

優
る
」
と
、
日
本
ア
ル
プ
ス
の
名
付
け
親
ウ
エ
ス
ト

ン
を
し
て
感
嘆
せ
し
め
た
紅
葉
の
峡
谷
を
軌
道
は
ゆ

く
。
か

つ
て
は
無
差
車
で
、
命
を
保
証
し
な
い
と
断

わ
り
が
し
で
あ

っ
た
電
車
が
、
赤
く
は
な
や
か
に
装

っ
て
、
人
々
を
名
勝
と
温
泉
に
運
び
ゆ
く
の
で
す
。

ヘ

/
f
Z
4
w
し
が
れ
、
よ
け
ふ
叫
一
室
、
、
ず

い
、え
れ
け
、
ヴ

7
f
l
刊
の
う
守
本
ー
は
仏
核
w
l

L

写
J

L

L

い
、
?
訴
に

L

一
T
O
可
/
五

J
t
f
打、

ゾ

T

4fr
，L
7
/
l

ち
7

ス
与
ト
β

ソ
フ
ド
必
介
7

て

ハh
人
法
点
、

t
?
行
ベ
丘
う
リ
寸
、

q'が
J

m
l

ν多彩
l
ム
ハ
日
ド
、ふ
よれ
fu
?
y
b〈
レ
ク

ふ

，っト、
ψ
m
q
っ
?
川
i
V
44
‘つが
f

o

-Mげ

左

幸

子

H

昭
和
五
年
、
入
善
町
泊
で
生
ま
れ
る
。
県
立
泊
高
校
率

東
京
女
チ
体
育
専
門
大
学
率
。
羽
仁
プ
ロ
所
属
。

フ
ル

l
リ
ボ
ン
、
ベ
ル
リ
ン
国
際
主
演
女
優
賞
な
と
帖
叫
ん
付

の
賞
を
受
け
た
。

家
庭
を
守
り
な
が
ら
自
分
の
才
能
を
生
か
す
富
山
女
併

の
典
型
と
し
て
、
映
画
つ
く
り
ゃ
著
占
執
筆
に
も
意
欲
を

燃
や
す
。

夫
君
羽
仁
進
と
の
共
著
に
は
「
ア
ン
デ
ス
旅
行
L

歳
の
記
録
」
な
ど
が
あ
る
。

み
3 

。



寄
生
虫
予
防
に
つ
い
て

毎
年
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
、
寄

生
虫
予
防
運
動
が
旬
間
行
事
と
し
て
、
全
国
的
に
展

開
さ
れ
ま
す
。

戦
後
の
寄
生
虫
の
ま
ん
延
は
、
野
に
山
に
町
に
み

ち
み
ち
て
非
常
な
勢
力
を
示
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

時
の
寄
生
虫
保
卵
率
は
、
全
国
で
六
五
江
、
本
県
で

七

O
は
と
高
く
、
予
防
対
策
も
県
に
よ
る
単
独
事
業

や
国
の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
、
鈎
虫
対
策
、

日
本
住
血
服
虫
対
策
、
肝
吸
虫
対
策
と
に
ぎ
や
か
な

も
の
で
し
た
。

最
近
で
は
、
農
作
物
に
使
用
す
る
肥
料
が
人
糞
尿

か
ら
化
学
肥
料
に
変
り
、
ま
た
農
作
業
に
従
事
す
る

人
も
、
素
足
か
ら
ゴ
ム
靴
を
は
く
な
ど
、
防
虫
措
置

が
と
ら
れ
、
農
業
水
路
の
改
善
、
生
産
物
の
衛
生
的

処
理
、
生
活
環
境
の
浄
化
、
医
療
技
術
の
進
展
な
ど

が
理
由
と
な

っ
て
、
大
幅
な
減
少
を
示
し
た
こ
と
は

最
近
の
保
卯
率
、
全
国
六

・
三
江
、
本
県
六

・
一
ば

の
示
す
と
う
り
で
す
。

し
か
し
、
寄
生
虫
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
条
件

に
対
し
て
も
充
分
生
き
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
も
の

i!民政ω
両国

9月11日今10月10日

が
あ
り
ま
す
。
べ
ん
虫
※

1
・
蝶
虫
※

2
な
ど
や
、

ア
ニ
サ
キ
ス
の
よ
う
に
魚
介
類
を
媒
介
し
て
入
り
込

む
も
の
ら
が
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
貧
血
症
、
胃

腸
障
害
、
栄
養
不
良
、
安
眠
の
妨
害
な
ど
を
も
た
ら

し
、
致
命
率
こ
そ
低
い
が
、
労
働
力
の
低
下
、
人
命

を
危
険
に
さ
ら
す
よ
う
な
事
件
を
引
き
起
す
も
と
に

な
り
う
る
の
で
す
。

寄
生
虫
が
社
会
集
団
や
個
人
に
及
ぼ
す
影
響
は
、

生
活
の
基
盤
を
ゆ
る
が
す
よ
う
な
大
き
い
も
の
で
す
。

今
後
も
予
防
対
策
を
強
力
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
本
県
の
寄
生
虫
検
査
機
関
は
、
十
カ
所
の
保
健

所
を
中
心
に
、

富
山
県
寄
生
虫
予
防
協
会
会
員
の
検

査
所
が
八
カ
所
あ
り
、
い
つ
で
も
集
団
検
査
や
個
別

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
県
内
の
検
査
率
は
、
小

学
生

・
中
学
生
は
非
常
に
高
い
の
で
す
が
、
一
般
は

低
く
、
こ
の
旬
間
中
に
ぜ
ひ
家
族
ぐ
る
み
の
検
査
を

う
け
て
い
た
だ
き
、

一
人
で
も
家
庭
内
に
保
卵
者
の

い
な
い
よ
う
確
か
め
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

※
l
ベ
ん
ち
ゅ
う
l
袋
形
動
物
(
線
虫
類
の

一
種
)

ヒ
ト
の
盲
腸
な
ど
に
寄
生
し
、
長
さ
三

l
五

m
、
か

ら
だ
の
前
方
%
ぐ
ら
い
が
糸
状
で
細
い

。
日
本
で
は

全
国
的
に
分
布
す
る
。
卵
は
糞
便
と
と
も
に
人
体
外

に
出
、
外
界
で
卵
内
に
子
虫
が
発
育
し
、
ほ
こ
り
や

野
菜
な
ど
と
と
も
に
口
か
ら
は
い

っ
て
く
る
。
ヒ
卜

以
外
に
ウ
シ

・
ウ
マ

・
イ

ヌ

・
ネ
ズ
ミ
な
ど
に
寄
生

す
る
も
の
も
あ
る
。

※
2
ぎ
ょ
う
ち
ゅ
う
l
袋
形
動
物
(
線
虫
類
)

寄
生
虫
の
一
種
で
、
め
す
は
約
一

O
m
、
お
す
は
三

l
五

m
ぐ
ら
い
。
白
色
で
細
長
い
紡
錘
形
を
し
、
お

す
の
尾
は
巻
い
て
い
る
。
ヒ
ト
の
大
腸
・
盲
腸
・
直

腸
な
ど
に
寄
生
す
る
が
、
と
く
に
子
ど
も
に
多
く
、

夜
間
、
こ
う
門
の
周
囲
に
産
卵
す
る
の
で
激
し
い
か

ゆ
み
を
起
こ
し
、
睡
眠
が
妨
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
幼

児
で
は
消
化
不
良
や
神
経
症
を
伴
う
こ
と
も
多
い
。

サ
ン
ト
ニ

ン
で
駆
虫
し
、
か
ん
腸
な
ど
を
行
な
う
と

と
も
に
、
こ
あ

門
周
囲
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
た
い

せ
つ
で
あ

A
!」

九

月

二

日

1
定
例
議
会
招
集

九
月
定
例
議
会
は
、

一
一
日
招
集
さ
れ
、
午
前
一

O
時
一
五
分
か
ら
本
会
議
を
聞
き
、
会
期
を
二

一
日

ま
で
の
一
一
日
間
と
決
め
た
あ
と
、
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
三
四
案
件
、
が
一
括
提
案
さ
れ
、
中
田
知
事

が
提
案
理
由
を
説
明
し
た
。

九
月
一
五
日
知
事
、
老
人
ホ

l
ム
慰
問

中
田
知
事
は
敬
老
の
日
に
あ
た

っ
て
流
杉
老
人
ホ

ー
ム
を
慰
問
し
、
「
気
楽
に
く
ら
し
長
生
き
し
て
く

だ
さ
い
。
県
も
老
人
福
祉
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
ゆ

き
ま
す
」
と
あ
い
さ
っ
し
た
。

九
月
一
八
日
児
童
ク
ラ
ブ
大
会

県
下
の
児
童
ク
ラ
ブ
員
の
相
互
交
流
の
場
で
あ
る

児
童
ク
ラ
ブ
の
大
会
は
、
お
よ
そ
二
、

0
0
0名
の

児
童
た
ち
が
参
加
し
て
聞
か
れ
た
。
市
内
を
行
進
し
、

知
事
の
観
聞
を
う
け
た
あ
と
、
富
山
市
公
会
堂
に
お

い
て
式
典
が
催
さ
れ
た
。

九
月
一
八
日
老
人
福
祉
図
画
表
彰
式

九
月

一
五
日
の
敬
老
の
日
か
ら
一
九
日
ま
で
大
和

デ
パ
ー
ト
で
展
示
さ
れ
て
い
た
、
老
人
福
祉
の
図
画

コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
作
品
の
表
彰
式
が
富
山
県
社
会

福
祉
会
館
で
行
な
わ
れ
た
。

児童クラブ大会

財
政
状
況
に

景
気
の
停
滞
、
不
況
は
県
の
財
政
に
対
し

て
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
歳
入
の
中

心
を
な
す
県
税
収
入

の
伸
び
が
、

、前
年
度
に

く
ら
べ
極
め
て
低
調
と
な
っ
て
い
ま
す
。
九

月
末
現
在
の
県
税
の
収
入
状
況
は
、
前
年
同

期
に
対
し
一

三

・
一
江
増
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
前
年
度
同
期
の
増
加
率
二
七

・

三
江
に
く
ら
べ
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。
と
く
に
、
本
県
の
税
収
の
う
ち
約
半
分

を
占
め
て
い
る
法
人
関
係
税
の
伸
び
は
、
九

月
末
で
五

・
四
は
と
、
不
況
を
大
き
く
反
映

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
財
源
状
況
に
対
し
、
苦
し
い

中
に
あ

っ
て
も
景
気
の
回
復
が
早
く
実
現
す

る
よ
う
、
県
で
も
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。

つ
い
て

ま
ず
景
気
刺
激
策
と
し
て
、
固
と
協
力
し

て
公
共
事
業
の
規
模
を
積
極
的
に
拡
大
し
て

い
く
一
方
、
そ
の
執
行
の
促
進
に
も
努
め
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
県
単
独
の
道
路
改
良

.
舗
装
費
も
追
加
し
て
充
実
を
図

っ
て
い
ま

す。
ま
た
、
九
月
議
会
に
お
い
て
、
社
会
福
祉

・
公
害

・
交
通
安
全
対
策
な
ど
を
中
心
と
し

て
、
前
期
公
共
事
業
費
を
含
め
て
総
額
六
五

億
一

、
九
七
五
万
円
の
予
算
補
正
を
行
な
い
、

積
極
的
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
積
極
的
施
策
の
財
源
は
、
特
別

事
業
債
の
発
行
、
物
件
費
を
中
心
と
し
た
事

務
的
経
費
の
節
約
、
財
政
調
整
基
金
の

一
部

と
り
く
ず
し
な
ど
に
よ

っ
て
調
達
し
、
健
全

財
政
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

vJ 

九
月
ニ
二
日
加
越
線
現
地
視
察

中
田
知
事
は
、
い
ま
問
題
に
な

っ
て
い
る
加
越
線

の
代
替
え
パ
ス
道
路
を
現
地
に
視
察
し
た
。
途
中
、

車
か
ら
何
度
も
降
り
て
歩
き
、
く
わ
し
く
道
路
事
情

を
視
察
、
今
後
の
問
題
解
決
に
理
解
を
深
め
た
。

九
月
二
六
日
青
年
の
船
、
乗
組
員
結
図
式

青
年
の
船
出
航
を
前
に
、
堀
美
智
子
団
長

・
団
員

九

O
名
の
結
図
式
が
県
庁
で
行
な
わ
れ
た
。

中
田
知
事
は
「
こ
れ
か
ら
の
歴
史
を
つ
く
る
の
は

み
な
さ
ん
で
あ
る
。
県
を
代
表
す
る
若
者
と
し
て
、

立
派
に
任
務
を
果
た
し
て
き
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。

団
旗
を
堀
団
長
に
手
わ
た
し
た
。

十
月
一
日
空
か
ら
赤
い
羽
根

H

豊
か
な
心
を
つ
な
ご
う
H

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
一

O
月
一
日
か
ら
二
五
回
目
の
共
同
募
金
が
は
じ
ま
る
。

こ
れ
は
中
央
募
金
共
同
会
が
毎
年
「
赤
い
羽
根
の
第

一
便
」
と
名
づ
け
、
札
幌
か
ら
沖
縄
ま
で
の
知
事
ら

に
赤
い
羽
根
を
厚
生
大
臣
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
つ
け
て

運
ぶ
も
の
で
、
県
の
厚
生
部
長
に
手
わ
た
さ
れ
た
。

十
月
五
日
交
通
安
全
県
民
会
議

第
八
回
交
通
安
全
県
民
会
議
は
、
富
山
県
民
会
館

で
聞
か
れ
、
交
通
安
全
に
対
す
る
県
民
代
表
の
決
意

空から赤い羽根
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表
明
や
、
安
全
功
労
者
三
百
五
十
五
人
、
同
二
十
三

団
体
の
表
彰
、
新
し
く
つ
く
ら
れ
た
「
交
通
巡
視
員

の
歌
」
の
披
露
の
あ
と
、
「
正
し
い
歩
行
、
横
断
を

励
行
し
ま
す
」
な
ど
、
五
項
目
の
決
議
を
採
決
し
た
。

十
月
六
日
県
政
公
聴
会

県
民
と
県
政
を
結
ぶ
公
聴
会
は
、
宇
奈
月
町
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
、
約
百
人
の
住
民
が
出
席
、
同

町
が
当
面
す
る
富
山
地
方
鉄
道
無
人
駅
廃
止
計
画
、

黒
部
川
流
砂
被
害
な
ど
、
多
く
の
問
題
に
つ
い
て
質

疑
が
か
わ
さ
れ
た
。

十
月
七
日
文
化
財
を
守
ろ
う
。

「
文
化
財
を
守
り
、
正
し
く
学
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に

文
化
庁
主
催
で
「
四
十
六
年
度
の
文
化
財
愛
護
活
動

全
国
研
究
集
会
」
が
、
七
日

・
八
日
高
岡
市
あ
わ
ら

町
の
高
岡
市
農
協
会
館
で
聞
か
れ
た
。

十
月
八
日
青
年
の
船
、
無
事
に
帰
る

青
年
の
船
団
員
一
行
は
、
午
後
四
時
五
十
四
分
富

山
着
の
特
急
で
全
員
無
事
に
帰
県
し
た
。

駅
頭
に
は
韓
国
ま
で
同
行
し
た
知
事
を
は
じ
め
、

関
係
者
や
団
員
の
家
族
ら
二
百
人
が
出
迎
え
た
。
解

図
式
の
あ
と
、
団
員
た
ち
は
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら

家
族
ら
と
家
路
に
つ
い
た
。

笥
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新
し
い

石
油
ス
ト
ー
ブ

グ
ラ
グ
ラ

ッ
と
地
震
が
き
た
ら
、
す
ぐ
火
が
消
え

る
と
い
う
安
全
な
石
油
ス
ト
ー
ブ
が
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
東
京
消
防
庁
が
関
東
地
方
の
大
地
震
に
そ
な
え

て
、
メ
ー
カ
ー
側
に
要
請
し
た
結
果
で
き
た
も
の
で

す
。
こ
の
冬
か
ら
は
耐
震
消
火
装
置
付
き
の
石
油
ス

ト
ー
ブ
が
新
製
品
と
し
て
売
り
出
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ス
ト
ー
ブ
は
、
こ
れ
ま
で
の
倒
れ
た
ら
消
え

る
と
い
う
消
火
装
置
よ
り
進
ん
で
、
振
動
し
た
だ
け

で
消
え
る
も
の
で
す
。

〈耐
震
消
火
装
置
付
き
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
性
能
基
準
〉

f

山
構
造
と
取
り
扱
い
が
簡
単
で
あ
る
。

ω
震
度
四
以
上
(
歩
い
て
る
人
が
感
ず
る
程
度
)

の
震
動
で
作
動
し
、
単
純
な
持
ち
運
び
程
度
の
震

動
で
は
作
動
し
な
い
。

間
発
震
後
十
秒
以
内
で
完
全
に
消
火
す
る
。

富
山
県
下
の
清
酒
の
飲
料
は
、
女
子
も
含
め
て
一

人
当
た
り
二
六
・
一
山
(
四
十
五
年
度
)
で
、
北
陸

三
県
で
は
一
位
、
全
国
で
も
有
数
の
酒
豪
県
で
す
。

ま
さ
に
酔

っ
払
い
天
国
。
も
っ
と
も
大
衆
酒
場
の
の

れ
ん
は
、
正
午
す
ぎ
れ
ば
も
う
か
か

っ
て
い
ま
す
。

駅
前
あ
た
り
で
は
、
昼
間
か
ら
飲
ん
で
い
る
客
人
も

よ
く
み
う
け
ま
す
。

「
初
対
面
の
わ
近
づ
き
に
」
な
ど
と
い

っ
て
は
飲

み
、
「
ひ
さ
し
ぶ
り
だ
」
と
い

っ
て
は
酒
を
飲
み
た

ぢ禿‘.

先〉
県
史
編
。さ
ん
室
主
査

が
る
の
で
す
。
宴
席
に
遅
参
し
た
者
に
は
「
か
け
つ

け
三
杯
」
と
か
「
両
手
に
ハ
ナ
」
な
ど
と
い

っ
て、

左
右
か
ら
杯
が
さ
さ
れ
る
の
が
酒
席
の
つ
ね
で
す
。

招
待
し
た
側
で
も
、
客
に
酒
を
無
理
に
強
い
て
、
そ

の
客
が
酔

っ
て
あ
ば
れ
た
り
す
る
と
、
ニ
コ
ニ
コ
し

て
目
的
を
達
し
た
よ
う
な
顔
を
し
ま
す
。

今
日
の
酒
ほ
ど
乱
用
さ
れ
て
い
る
飲
料
は
な
い
で

し
ょ
う
。
昔
は
年
に
幾
日
と
い
う
、
限
ら
れ
た
日
だ

け
が
酒
を
飲
む
べ

F

で
し
た
。
そ
の
か
わ
り
、
飲

....: 
d・v;...---

凶
特
殊
な
わ
で
ン
ン
を
ぬ
り
す
こ
と
な
く
、
消

火
後
に
は
再
点
火
で
き
る
。

間
維
持
費
が
安
い
。

〈消
火
装
置
の
種
類
〉

山
シ
ャ
ッ
タ
ー
式

パ
ネ
の
力
で
消
火
ブ
タ
が
燃
え
て
い
る
部
分
を
ふ

さ
い
で
し
ま
い
、
燃
焼
に
必
要
な
空
気
を
し
ゃ
断

す
る
。
反
射
式
ス
ト
ー
ブ
向
き
。

ω貯
水
噴
霧
式
削

震
動
で
貯
水
タ
ン
ク
の
上
の
お
も
り
が
落
ち
、
タ

ン
ク
内
の
弁
を
下
げ
て
水
を
押
し
出
す
。
燃
焼
筒

の
中
央
ノ
ズ
ル
か
ら
吹
き
だ
し
た
水
は
、
熱
で
水

蒸
気
に
な
っ
て
酸
素
欠
之
状
態
を
作
り
だ
す
。
反

射
式
・
対
流
式
の
両
方
に
向
く
。

叩
貯
水
噴
霧
式
問

め
ば

徹
底

し
て
飲

み
、
こ
れ

に
酔
い
ま
し

た
。
む
し
ろ
酔

う
と
こ
ろ
に
酒

の
効
用
を
求
め
た

の
で
す
。
石
田
外
茂

一
氏
は
五
箇
山
民
俗

覚
書
の
中
で
、
「
五
箇

山
で
は
、
ほ
こ
る
に

足
る
嫁
入
り
支
度
の

で
き
る
家
で
は
、

朝
に
嫁
入
り
す
る
。

行
列
に
ま
じ
っ
て

払

い
る
荷
か
つ
ぎ

の
人
夫
は
、
出

発
前
か
ら
祝
酒
で
ふ
ら
ふ
ら
に
な
っ
て
荷
を

か
つ
ぐ
。
も
の
の
二
十
歩
も
あ
る
か
な
い
う
ち
に
、

荷
を
お
ろ
し
て
休
む
と
、
世
話
人
が
か
け
つ
け
て
酒

を
飲
ま
せ
る
。
こ
う
し
た
緩
慢
な
行
列
の
つ
づ
く
限

り
、
世
話
人
は
荷
か
つ
ぎ
人
夫
へ
の
接
待
で
い
そ
が

し
い
」
。
と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
の
一

Q
っ
て
し

¥，ノ

不
燃
ガ
ス
入
り
ボ
ン
ベ
の
ノ
ズ
ル
の
上
に
お
い
で

あ
る
お
も
り
が
は
ず
れ
、
ノ
ズ
ル
か
ら
ガ
ス
が
吹

き
出
し
、
そ
の
圧
力
で
タ
ン
ク
の
水
も
押
し
出
さ

れ
水
蒸
気
と
な
る
。
反
射
式
・
対
流
式
の
両
方
に

向
く
。

凶
帽
子
式

お
わ
ん
型
の
ふ
た
で
燃
焼
筒
を
上
か
ら
す

っ
ぽ
り

つ
つ
み
、
空
気
を
し

ゃ
断
す
る
。
対
流
式
に
向
く

来
春
三
月、

J
I
S
規
格
が
改
正
さ
れ
、
耐
震
消

火
装
置
の
取
り
付
け
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
見
込
み
な

の
で
、
各
社
と
も
新
製
品
に
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
消

火
装
置
を
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
消
火
装
置

の
な
い
従
来
の
型
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
年
内
に
処
分

て
も
、
県
人
の
酒
に
対
す
る
心
意
現
象
の

一
面
を
覗

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

- 15-

現
代
の
青
年
た
ち
は
「
酒
を
飲
ま
ぬ
と
商
談
が
ま

と
ま
ら
な
い
と
か
、
結
婚
式
に
酒
が
な
く
て
は
、
と

い
う
考
え
方
は
も
う
古
い

・
酒
の
力
を
か
り
で
雰
囲

気
を
盛
り
上
げ
た
り
す
る
の
は
愚
の
骨
頂
だ
。
こ
れ

か
ら
の
若
い
世
代
は
、
カ
ラ

ッ
と
し
た
人
間
関
係
を

つ
く
り
だ
す
の
だ
」
と
い

っ
て
、
酒
の
宴
席
を
否
定

し
て
い
ま
す
が
、

実
は
こ

の
人
た
ち
も
、
商
談
の
場

を
酒
席
か
ら
喫
茶
屈
に
か
え
た
だ
け
で
、
依
然
と
し

て
カ
ラ

ッ
と
し
た
関
係
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
い
て

い
な
い
よ
う
で
す
。

酒
を
飲
む
こ
と
は
、
酔
い
を
求
め
る
こ
と
に
は
ち

が
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
時
に

一つ
火
で
調
理
し
た

も
の
を
互
い
に
わ
か
ち
合
う
こ
と
に
よ

っ
て、

一
つ

の
心
に
な
り
、
互
い
の
力
に
な
れ
る
こ
と
に
意
味
が

あ
り
ま
す
。
い
ま
も
酒
宴
の
席
で
は
独
酌
を
き
ら
う

の
は
、
や
は
り
酒
は

一
人
で
飲
人
だ
も
の
で
は
な
く

集
ま

っ
て
飲
ん
だ
心

の
な
ご
り
で
す
。
こ
れ
が
酒
盛

り
だ

っ
た
の
で
す
。
古
事
記
に

N

ア
ナ
オ
モ

シ
ロ
H

と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
こ
れ
も

一つ

カ
メ

の
酒
に

酔

っ
て、

一つ
心
に
な

っ
た
状
態
の
よ
ろ
こ
び
あ

っ

た
言
葉
で
す
。

「酒
は
飲
ん
で
も
呑
ま
れ

zcな
」
と
い

う
こ
と
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
寒
さ
に
向
う
折
で
も

あ
っ
て、

酒
を
し
た
し
む
候
で
す
。
も
う
一

度
、
酒

の
功
罪
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

%一

4惨

し
よ
う
と
、
安
く
売
ら
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
新
し
い
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
地
震
だ
け
で
な

く
、
あ
や
ま

っ
て
人
が
ぶ
つ
か

っ
た
り
、
ひ

っ
く
り

返
し
て
も
す
ぐ
火
が
消
え
る
の
で
安
心
で
す
。
各
家

庭
の
状
況
に
応
じ
て
、
新
製
品
と
従
来
品
と
を
使
い

わ
け
る
と
よ
い
で
し

ょ
う
。

ま
た
、
手
持
ち
の
ス
ト
ー
ブ
に
消
火
装
置
を
付
け

る
場
合
は
、

一
、
五

O
O
円
か
ら
二
、
0
0
0円
程

度
で
部
品
を
購
入
で
き
ま
す
が
、
機
種
に
よ

っ
て
取

り
付
け
可
能
の
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
が
あ

り
ま
す
。
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お答えします

333祭3・・
11111・g・-・・ノ、、、，同......eeeeee

ご質問に

よ三島
せ悼
て 式

東
砺
波
郡
福
野
町

佐

々

木

華

子

秋
も
深
く
、
咲
き
誇
る

菊
を
眺
め
ま
す
時
、
私
の

心
に
新
し
く
追
悼
式
の
思

い
出
が
匙
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
さ
る
八
月
十
五
日
、

第
九
回
全
国
戦
没
者
追
悼

式
に
参
列
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
あ
の
日
の
感
激

を
、
静
か
に
追
想
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
天
皇
・
皇

后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰

ぎ
、
天
皇
陛
下
よ
り
お
言

葉
を
賜
わ
り
ま
し
た
時
は

誰
一
人
涙
せ
ぬ
者
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
後

二
十
六
年
、
世
の
中
は
全

く
変
り
、
日
本
の
再
建
進

歩
は
実
に
目
覚
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
平
和
日

本
の
礎
と
な

っ
て
散
華
さ

れ
た
英
霊
の
心
を
、
ま
た

こ
れ
ら
の
繁
栄
の
陰
に

歯
を
く
い
し
ば

っ
て
頑
張

っ
た
人
た
ち
の
並
々
な
ら

ぬ
努
力
を
、
決
し
て
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
生

に
二
度
と
は
相
会
え
ぬ
こ

の
意
義
深
い
追
悼
式
に
お

い
て
、
さ
ら
に
県
代
表
と

し
て
献
花
を
さ
せ
て
い
た

料
理
飲
食
等
消
費
税
の
改
正

圃

料

理
飲
食
等
消
費
税
が
こ
の
十
月

一
日
か
ら
改

正
さ
れ
、
免
税
点
や
旅
館
の
基
礎
控
除
額
の
引
き
上

げ
が
行
な
わ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
内

容
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

画
み
な
さ
ん
が
ご
家
族
連
れ
で
旅
行
さ
れ
て
旅

館
に
泊

っ
た
り
、
料
理
屈
や
旅
館
な
ど
で
お
客
さ
ん

を
招
待
し
た
り
、
懇
談
会
を
聞
い
た
り
な
さ
る
と
き

に
課
せ
ら
れ
る

一
種
の
消
費
税
の
こ
と
で
す
。
こ
れ

は
、
料
理
庖

・
貸
席
・
パ

l
・
キ
ャ
バ
レ
ー
・
飲
食

庖
・
旅
館
な
ど
で
、
飲
食
・
宿
泊

・
休
憩

・
遊
興
な

ど
を
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
料
金
に
対
し
て
一

O
ば
の

税
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
料
金
の
中
に
は
、
飲
食

料
金
の
ほ
か
、
芸
者

・
遊
芸
人
ら
を
招
い
た
花
代
、

仲
居

・
女
中
・
女
給
た
ち
に
支
払

っ
た
サ
ー
ビ
ス
料

な
ど
、
客
が
支
払

っ
た
も
の
は
す
べ
て
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
客
が
任
意
に
渡
し
た
も
の
は
除
か

れ
ま
す
。
電
話
代
・
自
動
車
代

・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代

あ
ん
ま
代
・
た
ば
こ
代
、
結
婚
披
露
宴
の
費
用
の
う

ち
で
神
官
や
牧
師
に
支
払
う
挙
式
代

・
美
容
料
金

・

写
真
代
な
ど
は
、
立
替
金
と
み
な
さ
れ
、
課
税
の
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

飲
食
を
な
さ
る
場
所
や
支
払
う
料
金
に
よ

っ
て
は

こ
の
料
理
飲
食
等
消
費
税
が
か
か
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
免
税
点
が
適
用
さ
れ
る
場
合
で
、
そ
の
内

容
は
表
の
と
う
り
で
す
。

こ
の
消
費
税
は
、
そ
の
屈
の
経
営
者
が
県
に
代

っ

て
、
各
料
金
と
い
っ
し
ょ
に
税
金
を
受
け
取
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
庖
の
経
営
者
は
こ
れ
を

一
カ
月

ご
と
に
ま
と
め
て
県
に
納
め
ま
す
。
で
す
か
ら
、
屈

の
経
営
者
同
県
で
の
っ
た
公
給
領
収
証
を
必
ず

だ
い
た
こ
の
ザ

L
表
わ
し
が
た
い
悦
び
は
、
私
の

終
世
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し

レ品・つノ。最
近
、
学
生
の
暴
動
や
そ
の
他
の
様
々
な
目
に
余

る
出
来
事
が
〉
社
会
の
秩
序
を
乱
し
て
い
る
こ
と
は

実
に
な
げ
か
わ
し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
遺
族

代
表
者
の
中
に
立
派
に
成
長
さ
れ
た
遺
児
の
姿
を
多

数
見
受
け
ま
し
て
、
非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

身
は
い
か
に
な
る
と
も
い
く
さ
と
ど
め
け
り

た
だ
た
ふ
れ
ゆ
く
民
を
お
も
ひ
て

終
戦
当
時
の
御
製
を
拝
し
、
た
だ

一
途
に
国
民
の

こ
と
を
ご
心
配
遊
ば
し
賜
う
た
大
御
心
の
尊
さ
、
あ

り
が
た
さ
は
身
に
徹
し
て
お
り
ま
す
。
も

っ
た
い
な

く
も
わ
が
国
土
は
守
ら
れ
、

A
7
も
な
お
変
る
こ
と
な

く
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
姿
を
と
ど
め
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
み
の
り
の
秋
を
迎
え
ま
し
た
が
、
ひ
た
す

ら
祖
国
の
独
立
と
栄
光
の
た
め
に
、
身
を
も

っ
て
つ

く
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
厳
粛
な
心
で
そ
の
道
徳
的

意
味
を
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
は
み
な
、
逆
境

に
お
か
れ
た
時
、
は
ピ
め
て
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
に

気
付
く
も
の
で
、
い
か
な
る
境
遇
に
も
喜
べ
る
人
こ

そ
、
逆
境
に
あ

っ
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
自
分
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
世
界
の
す
べ
て
の
人
々

の
平
和
と
幸
福
を
心
か
ら
願
う
の
で
あ
り
ま
す
。

老
後
福
祉
に
対
す
る
提
言

立
山
町
新
瀬
戸
和
寿
会

オミ二
本木

会
長

十
月
三
日
、
校
下
住
民
体
育
大
会
が
秋
晴
れ
の
よ

い
天
気
に
恵
ま
れ
、
校
庭
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
例

年
の
通
り
、
先
に
実
行
計
画
委
員
会
が
聞
か
れ
た
の

で
す
が
、
私
も
老
人
ク
ラ
ブ
を
代
表
し
て
出
席
。
本

年
度
は
二
種
目
(
孫
の
お
土
産
拾
い
、
ス
プ
ー
ン
レ

六

郎
客
に
渡
す
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
客

の
支
払
っ
た
料
金
の
内
訳
と
、
い
く
ら
税
金
を
納
め

た
か
が
は

っ
き
り
と
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
控
が
残
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
税
金
が
確
か

に
県
に
納
ま
っ
た
か
ど
う
か
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き

る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
公
給
領
収
証

は
、
利
用
の
際
に
必
ず
受
け
取
る
よ
う
に
し
て
く
だ

，、白、
4

0

司-，、・
L
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免税点の適用範囲
区 分 摘 要

改正前 改正後

ただし遊興を伴
飲食庖、喫茶庖等にお l人 l回の料金 1人 1回の料金 う飲食、および、
ける利用行為 が 800円以下 が 900円以下 その他の利用行

為を除きます

チケッ卜食堂における 1品の価格が 1品の価格が 知事が指定した
飲食 400円以下 450円以下 食堂に限ります

)旅館における宿泊およ I人 1泊 1人 1泊 1泊 2食までの
びこれにともなう飲食 1，600円以下 1，800円以下 料金です

旅館(割烹旅館を除く) ただし遊興を伴
における宿泊者の夜食 l人 1回の料金 l人 l回の料金 う飲食のおよび
間食、昼食および宿泊 が 800円以下 が 900円以下 その他の利用行
者以外の者の利用行為 為を除きます

免税点をこえる

料理屈、飲食底、仕出
場合は、仕出し

屋、旅館等が一般家庭 飲食物 1人分の 飲食物 1人分の
や出前をした料
理屈等の特別徴

工場、会社等へ飲食物 料金が 800円以 料金が 900円以
収義務者が税金

の仕出しゃ出前をした 下 下
を受け取って納とき
めていただくこ

とになります

¥，ノ

|
ス

)
の
参
加
を
希
望
し
ま
し
た
保
育
園

・
小
学

校
・
中
高
生

・
一
般
男
女
と
共
に
年
寄
も
参
加
し
た

わ
け
で
す
。
私
は
そ
こ
に
年
寄
の
体
育
自
覚
も
さ
り

な
が
ら
、
全
住
民
と

一
つ
に
な
っ
て
か
も
し
出
す
、

社
会
の
美
し
い
像
を
う
れ
し
く
思
う
も
の
で
す
。

体
育
と
い
え
ば
、
老
後
の
健
康
管
理
が
強
く
叫
ば

れ
、
立
山
町
で
も
福
祉
法
に
基
づ
い
て
毎
年
健
康
診

断
が
小
学
校
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
卒
直
に

い
っ
て
受
診
率
が
低
い
。
こ
の
年
に
な
っ
て
医
療
の

世
話
ま
で
か
け
る
の
は
苦
し
い
と
い

っ
た
心
情
が
、

従
来
ど
う
り
深
い
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
何
と
い

っ

て
も
頭
の
改
造
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
家
族
に
対
し

て
も
町
当
局
(
社
会
)
に
も
大
い
に
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
い
こ
と
の
一
つ
で
す
。
幸
い
立
山
町
で
は
、

本
年
十
月
か
ら
七
五
才
以
上
の
老
人
に
対
し
医
療
費

十
割
支
給
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
に
お
い
て
も

明
年
度
の
老
人
福
祉
対
策
の

一
環
と
し
て
、
こ
の
医

療
費
に
つ
い
て
は
七

O
才
以
上
自
己
負
担
解
消
の
立

場
を
と

っ
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
、
誠
に
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。
私
の
考
え
で
は
、
六
五
才
以
上
と
の

要
望
も
あ
る
が
、
ま
ず
七

O
才
以
上
が
妥
当
で
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
欲
を
申
せ
ば
、
将
来
交
通
費
に
つ

い
て
も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

私
は
毎
年
、
敬
老
の
日
を
-記
念
し
て
、
和
寿
会
報

を
印
刷
し
て
、
校
下
有
志
の
激
励
の
挨
拶
、
会
の
行

事
、
会
務
会
計
、
老
後
生
活
へ
の
社
会
の
耳
よ
り
な

記
事
、
会
員
の
動
静
(
新
会
員
の
紹
介

・
逝
去
会
員

の
追
憶
な
ど
)
を
載
せ
て
、
老
後
の
反
省
・
希
望

・

ク
ラ
ブ
の
団
結
な
ど
に
資
し
て
い
ま
す
。
私
達
の
校

下
で
は
、
老
人
会
の
発
展
の
た
め
、
校
下
全
戸
か
ら

毎
年
助
成
金
を
各
部
落
区
長
を
通
じ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
の
で
、
会
報
は
全
戸
(
二
四

O
世
帯
)
に
読

ん
で
い
た
だ
け
、
大
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
本
年

の
会
報
に
は
、
私
達
の
信
条
と
し
て
次
の
よ
う
な
記

事
を
の
せ
ま
し
た
。

。
吾
等
の
信
条

一
、
健
康
の
増
進

そ
し
て
天
寿
を
全
う
し
よ
う

二
、
教
養
へ
の
熱
意

死
ぬ
ま
で
勉
強
、
法
語
も
聞
い
て

三
、
趣
味
の
長
養

楽
し
い
老
後
に
。
話
し
あ
っ
て

四
、
社
会

(
家
庭
)
へ
の
奉
仕

要

1人 1泊につき

摘後

1，000円

正改円IJ正

800円

己宜

旅館における宿泊に対
する基礎控除

分区

愛
せ
ら
れ
る
老
人
に
な

っ
て
。

奉
仕
活
動
の

一
つ
と
し
て
、
毎
年
保
育
園

・
小
学

校
の
校
庭
除
草
清
掃
を
実
施
し
、
昨
年
は
ク
ラ
ブ
創

立
十
周
年
の
記
念
式
も
あ
げ
、
記
念
事
業
と
し
て
、

保
育
園
児
が
お
行
儀
よ
く
す
こ
や
か
に
成
長
さ
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
て
、
教
室
に
大
鏡
を
贈
呈
し
ま
し
た

(
会
員
の
志
を
集
金
し
て
)
。
時
代
は
核
家
族
化
と

か
、
二
永
に
し
て
も
断
絶
の
多
く
な

っ
た
家
族
生
活

と
か
い
わ
れ
ま
す
。
何
と
か
し
て
正
し
い
風
潮
を
醸

成
す
る
こ
と
が
今
目
的
課
題
で
あ
る
と
信
ず
る
一
人

で
す
。
人
生
は
奉
仕
な
り
の
心
境
に
近
、
ず
き
、
愛
せ

ら
れ
る
老
人
の
こ
と
を
話
し
合

っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
豊
か
な
老
後
生
活
と
い

っ
て
も
大
小
の
問

題
が
こ
み
あ

っ
て
い
ま
す
。
経
済
的
立
場
(
?
)
か

ら
、
福
祉
年
金
の
増
額
も
月
五
千
円
と
か
、
年
齢
低

下
の
こ
と
、
制
限
条
項
の
廃
止
な
ど
、
西
駄
的
な
考

え
や
要
求
が
強
く
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
私
は
精
神
的

な
立
場
か
ら
、
何
と
か
日
本
在
来
の
祖
先
崇
拝
・
家

族
協
同
の
美
点
と
、
今
日
の
民
主
主
義
的
な
個
人
の

尊
重
・人
間
性
解
放
の
理
念
か
ら
、
直
接
に
は
民
法
を

改
正
し
、
大
き
く
は
憲
法
の
条
項
も
研
究
善
処
し
て

全
国
民
(
老
い
も
若
き
も
男
も
女
も
)
の
将
来
に
大

き
な
期
待
を
も
ち
た
い
も
の
で
す
。
明
治
時
代
に
生

き
た
老
人
よ
奮
起
せ
よ
、
と
い
っ
た
大
き
な
こ
と
は

ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、
こ
れ
も
国
民
の

一
人
と
し

て
の
責
任
で
し
ょ
う
。
そ
の
老
人
扶
養
精
神
の
進
展

の
一
助
と
し
て
、
税
制
を
改
正
し
、
扶
養
世
帯
に
優

遇
措
置
を
講
ず
る
案
が
、
目
下
厚
生
省
の
老
齢
者
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l
ム
で
研
究
さ
れ
、
近
く
実
現

す
る
と
の
こ
と
、
喜
ば
し
い
次
第
で
あ
り
ま
す
が
、

い
さ
さ
か
話
が
遅
い
き
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
早
く
お

願
い
す
る
も
の
で
す
。

私
の
地
方
は
農
業
地
帯
な
の
で
、
十
月
い

っ
ぱ
い

で
農
業
も
大
体
か
た
ず
き
ま
す
。
毎
年
十

一
月
上
旬

ク
ラ
ブ
の
慰
安
研
修
旅
行
を
実
施
し
て
い
る
の
で
す

が
、
ク
ラ
ブ
員
は
み
な
楽
し
み
に
そ
の
日
を
待

っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
ク
ラ
ブ
に
は
何
と
い

っ
て
も
、
身

体
の
不
自
由
な
方
も
あ
り
、
私
た
ち
は
そ
う
し
た
方

々
へ
も
手
を
さ
し
の
べ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
金
が
も

っ
と
も

っ
と
増
額
さ

れ
る
よ
う
に
望
む
次
第
で
す
。
以
上
実
施
の

一
端
に

即
し
て
所
感
を
述
べ
ま
し
た
。
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2. 実際に病害虫を果肉の中へ入らせ 、己の敵を知る。

3. 果肉の硬さ、糖分、酸度などをはかり、昧の良いものをつくるための努力。



越中の箔説
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む
か
し
、
む
か
し
。
八
尾
町
の
卯
花
地
区
に
上
黒

瀬
と
い
う
村
が
あ
り
ま
し
た
。
元
禄
十
年
の
「
郷
村

高
辻
帳
」
に

「
コ
ノ
村
ハ
掛
畑
村
ノ
出
村
デ
、
親
村
ヨ
リ
六
丁

パ
カ
リ
南
ニ
ア
リ
、
百
二
十
六
石
五
斗
ノ
草
高
ヲ
モ

ツ」
。な
ど
と
書
か
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
と

古
い
歴
史
を
も

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
上
黒
瀬
村
を
初
め
て
聞
い
た
の
は
、
孫
兵
衛

と
い
う
人
で
、
草
高
七
十
石
の
分
限
者
。
附
近
一
帯

第

一
番
の
高
持
ち
と
し
て
、
た
い
そ
う
な
勢
い
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
に
し
ろ
村
人
さ
え
も
恐

れ
て
近
づ
か
な
か

っ
た
と
い
う
く
ら
い
で
す
か
ら
、

大
い
ぱ
り
で
暮
し
て
い
た
の
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
村
の
東
に
は
、
久
婦
須
川
と
い
う
美
し
い
流

れ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
川
の
川
向

い
が

本
法
寺
と
マ
ン
ダ
ラ
で
名
高
い
宮
腰
村
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
村
に
も
、
草
高
五
十
六
石
と
い
わ
れ
た
忠
右
衛

門
と
い
う
人
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
人
は
孫
兵
衛
と

は
反
対
に
や
さ
し
い
人
で
、
頭
も
低
か
っ
た
の
で
、

村
の
人
び
と
か
ら
親
の
よ
う
に
し
た
わ
れ
て
い
ま
し

た
。あ

る
年
の
こ
と
。
忠
右
衛
門
は
荒
地
の
ま
ま
に
残

さ
れ
て
い
た
村
の
平
坦
地
を
聞

い
て
、
水
田
を
造
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。
村
び
と
た
ち
も
大
賛
成
で
、
み

ん
な
喜
ん
で
仕
事
の
手
助
け
を
申
し
出
ま
し
た
。

さ
て
、
水
田
を
開
く
に
は
何
よ
り
も
水
が
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ち
こ
ち
探
し
ま
わ
る
う
ち
、

村
の
南
に
あ

っ
た
崖
の
上
部
か
ら
き
れ
い
な
清
水
が

コ
ン
コ
ン
と
湧
き
で
て
い
る
の
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
、
忠
右
衛
門
は
殿
様
の
許
し
を
得
て
、

用
水
を
引
く
工
事
を
始
め
ま
し
た
。

も
し
、
こ
れ
が
成
功
す
れ
ば
、
忠
右
衛
門
の
持
高

は
た
ち
ま
ち
二
倍
以
上
に
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

近
く
の
村
か
ら
遠
く
の
村
へ
と
、
こ
の
話
が
伝
わ

り
ま
す
と
、
人
び
と
は
、

「
こ
れ
で
高
慢
な
孫
兵
衛
も
、
今
ま
で
の
よ
う
に

-
不
怠
山
上
行
寺
一
・
品
山
重
忠
の

菩
提
寺
と
い
わ
れ
‘

忠
が
犀
の
生

き
た
角
で
作

っ
た
と
ぼ
え
る

A

二
帰
妙

王
と
称
す
る
神
体
の
ほ
か
、
馬
具
・

雨
ご
い
の
仏
な
ど
が
あ
る
。
近
く
の

檎
原
地
内
割
山
へ
通
ず
る
道
に
一
重

忠
の
墓
と
伝
え
る
も
の
が
あ
る
仁

-
猪
谷
関
跡
・・
・・・・
富
山
藩
時
代
の
関

所
の
あ

っ
た
と
こ
ろ
で
、
旧
飛
騨
街

道
を
は
さ
ん
で
猪
谷
部
落
よ
り
南
方

峠
道
へ
登
ろ
う
と
す
る
起
点
に
あ
る
。

明
治
二
年
に
廃
関
に
な

っ
た
が
、

建
物
の
礎
石
が
残
り
、
当
時
の
面
影

を
し
の
ぶ
こ
と
マ
き
る
。

憎て いこた つ としですた夜縄に ま合ん川清腰れた久た田上 も 孫い 威
しお孫まのちてこに ま、みの毎をム孫 しつでを水村て岩婦のへ黒そ眠く兵、「張
みれ兵す田はしの清しは、でに張シ兵たて向はとのお壁須で、瀬しれや衛中小れ
のる衛 。を恐また水たつ 満す鬼 つ ロ衛 。いいさは崖りの川す人村てぬしのに気ま心もは 呼れいめは。た願 。 神てをは ~ - の、上の 。目の、くくこは昧い
をの長 んおま忠ーすとのやを、敷こ f;a邑企.1iIL. 宮に上こを南あらでと「のぞ
起とく でのし右丈るば翌が招恐きの舗・~司』 造にのしにるいたをざよ」
こ安近 「のた衛あとか朝ていろ、回目置司阻7iI・固F ら突小のあ日腹まのまい
し心郷 祈い 。門まどり、二てしシ ー ・・ 凶...~ きさん つのをらのあこ
たし第 りであのりう 、孫十祈 いメ ..--匝・回，畠 出なでた真立なし見と
こて一 回、ま計もで 川兵 一り姿 ー'掴E・.，・置忌】圃' 田や一夜ているろじ
といの 」だり画下し向衛日をで ー--瞳~・E・固!!'!!I哩掴& は つ 枚中まの人」 やがま高 とれのは降よいはの捧 _1・・四w;w-司・圃r.・ 9 てののしはもと」
禍し持 いいこ全しうの 血祈げ 白酒・L・・~哩IE" ..:.1・..  畠..，.....き小こた孫でいと
いたと いうとくて。清走願 a・圃・E・・園E・・' ヨ圃・ー-司・ さと 。兵てわ
とがし 伝こに不い不水つが 園周・_..、-量E・ー なで 衛きんうな、て えと、可た思をた ι1 ・--~~ 醤園田一 す でまばわ
つや威 ても村詐り議見 眼~ . 門・・I ~田園田園 10 すしかさ
たは張 きなび l? しな お.邑 ..  咽且・・・_.ム。たりし
のり つ てくと長え ころ _，..._圃~ 'I- ~聖.. ~・K.乱畠竃島 夜 。 に合

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
ま
も
な
く
不
幸
が
重
な
っ
て
数

年
を
ま
た
ず
に
お
ち
ぶ
れ
、
村
か
ら
逃
げ
だ
し
て
い

っ
た
と
い
い
ま
す
。

孫
兵
衛
が
村
を
出
る
時
、
い
つ
か
は
き

っ
と
帰

っ

て
み
せ
る
ぞ
と
心
に
誓

っ
て
、
先
祖
伝
来
の
黄
金
仏

を
大
き
な
ケ
ヤ
キ
の
三
つ
股
枝
に
か
く
し
て
い
き
ま

し
た
。
不
思
議
な
こ
と
に
、

一
夜
に
し
て

こ
の
仏
像
は
三
本
の
枝
に
み
る
み
る
つ

つ
ま
れ
て
、
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な

っ
た
と
い
い

ま
す
。
そ
れ
よ
り
村
の
人

び
と
は
、
こ
の
大
ケ
ヤ
キ

を
神
木
と
あ
が
め
て
、
現

在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

上
黒
瀬
八
幡
常
に
あ
る
。
富
山
県
天
然
記
念
物
「

上
黒
瀬
の
大
禅
」
が
こ
れ
で
あ
り
ま
す
。

県
教
委
精
神
開
発
研
究
委
員

成

瀬

-
神
通
峡
・・:
・
・
岐
阜
県
の
位
山
か
ら

発
す
る
神
通
川
が
北
流
し
て
、
飛
騨

盆
地
か
ら
越
中
平
野
に
出
る
高
原
川

の
合
流
点
か
ら
、
下
流
帯
一
津
に
至
る

問
、
激
流
を
か
み
、
所
々
濃
布
を
か

け
、
盛
夏
や
紅
葉
の
秋
は
特
に
佳
趣

が
あ
る
。

-
猪
谷
の
苛

・
向
斜
:
:
:
釣
橋
を

渡
っ
て
対

F

出
て
、

左
岸
を
み
る

と
、
付
近
一

帯
が
波
浪
の
よ
う
に
な

っ
て
み
え
る
。

そ
の
峯
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
背
斜

と
い
い
、
谷
に
あ
た
る
と
こ
ろ
を
向

斜
と
い
う
。

こ
れ
が
反
覆
し
て
大
摺

曲

(造
山
運
動
の

一
つ
)
の
構
造
を

示
し
て
い
る
。
中
生
代
の
砂
岸

・
頁

岩
の
互
層
が
地
穀
の
変
動
に
よ

っ
て

摺
曲
し
た
も
の
で
、
国
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

回
目

刀て

県
政
広
報
お
知
ら
せ

-
テ
レ
ビ
・:
み
ん
な
の
県
政

県
政
の
広
報
事
項
を
、
対
談
や
フ

ィ
ル
ム
構
成
で
放
送
し
ま
す
。

北
日
本
放
送

(七
時
四
十
五
分
l

八
時
)

十

一
月
七

H
・
十
四
日

・
二
十

一

日

・
二
十
八
日

富
山
テ
レ
ビ

(十

一
時
三
十
分
!

十

一
時
四
十
五
分
)

十

一
月
二
十
七
日

-
新
聞
:
み
ん
な
の
県
政

北
日
本

・
富
山

・
読
売
・
北
陸
中

円
新
聞
に
、
毎
月

一
回
県
政
の
解

説
や
お
知
ら
せ
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
十
月

三
十
日
の
予
定
で

す
。

-
広
報
誌
:・
み
ん
な
の
県
政
配
布

県
民
の
み
な
さ
ん
と
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
、
県
政
の
う
ご
き
を
中
心

に
載
せ
た
雑
誌
で
す
。
市
町
村

・

病
院

・
銀
行
の
待
合
室
・
学
校

・

農
協
な
ど
へ
お
届
け
し
て
い
ま
す

の
で
凶
覧
し
て
お
読
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
県
庁
、
富
山
、
高
岡
、
砺

波

・
魚
津
の
各
総
合
庁
舎
の
県
民

相
談
室
窓
U
に
も
備
え
て
あ
り
ま

す
か
ら
、
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
え

り
く
だ
さ
い
。



“こどもを交通事故から守ろう "
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